
7月7日(金)、第24期航空安全シンポジウムを4年ぶりの対面
形式で開催し、加盟組織組合員、会社関係者、報道関係者など
約140名が参加しました。航空連合から航空安全の取り組みを報告
した後、株式会社リテラシー代表取締役の西澤真理子様に
「オーナーシップの時代～参加型の安全文化づくりのためのコミュニ

ケーション～」と題し講演をいただき、参加者から積極的に多くの
質問があげられました。その後、航空連合 7部会長によるリレー
トーク「安全の基盤をどう守るか ～急激な需要回復局面において生産

第一になっていませんか～」を実施し、各部門の安全の取り組みに
関するディスカッションを通じ、航空関連産業に集う仲間の相互
理解を深めました。（今後発行する航空連合NEWSにて詳報します）
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参加者から活発な質疑がありました
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航 空 連 合 

会 長  内 藤  晃 

働く人を大切にして、安全を終わりなく「つくり」続けていく 

～航空連合 第 24期 航空安全シンポジウムの開催にあたって（要旨）～ 

✓ 「安全」は航空関連産業の全てにおいて優先されるべき、産業存続の基盤である。航空

連合は、運動方針の冒頭に「安全運航の堅持」を掲げて取り組み、安全政策に関して、

この 1年間で大変大きな成果を得ることができた。 

✓ 昨年 9月に整備部門の念願だった自動型救命無線機（Auto ELT）の試験電波発射時間の

緩和が実現した。また、今年 6 月には約 50 年間手つかずであった航空保安における 

責任体制の見直しの方向性が示され、保安体制の強化に向けて前進した。さらには、 

来週 7月 13日施行予定の機内での盗撮を厳しく罰することが可能となる、客室部門の

悲願であったいわゆる「撮影罪」が先の国会で可決し、新たに制定された。 

✓ 時間を要したが、職場の声を政策提言にとりまとめ、地道な活動の積み重ねによって 

国を動かし、これほどまでに大きな成果をあげることができたことは、航空連合の存在

価値そのものであり、ご尽力いただいたすべての方に感謝したい。 

✓ そして、これからも職場の安全を守るために、先入観にとらわれることなく、理念と 

自信を持って、職場の声を磨き上げて提言にとりまとめ、実現に向けていっそう力を 

入れて取り組んでいく。 

✓ 現状、航空・観光需要が急速に回復しており、大変ありがたい一方、職場では厳しい  

人材不足に直面している。単純に人手が十分ではないということに加えて、資格者、 

経験者、育成・指導層など、総合的に必要な要員の不足に陥っている。 

✓ そうした中、職場では不安全事象が多く発生している。労働組合として、今一度、安全

に関する職場の問題を最優先に正面から向き合い、しっかりと職場で話し合い、経営に

問題を提起していく必要がある。 

✓ そして、航空関連産業は保安検査、給油、グランドハンドリングなど安全・保安を支え

る多くの仲間との連携のうえに成り立っており、そうした仕事を受託している企業に

おける人材不足も極めて深刻な状況である。 

✓ 航空連合として、資本関係や労働組合の有無にかかわらず、産業全体の視点を持ち、 

安全を守る適切な人員体制を確保するため、関係省庁や経営者に対して働きかけを 

おこなっていく。加えて、人材の確保・育成・定着につながるよう、労働条件の向上  

など、人への投資に引き続き取り組み、産業で働く魅力の向上をめざしていく。 

✓ 昨年 11 月に福知山線列車事故現場「祈りの杜」に、今週 7 月 3 日には、御巣鷹山に  

それぞれ慰霊をさせていただいた。実際に事故現場に行くことで、改めて命の尊さと、

その命をお預かりする私たちの産業の使命、安全に関する想いを強くした。 

✓ 御巣鷹山事故ご遺族の方の「安全はつくっていくものだ」そして「安全に終わりはない」

という言葉が大変強く印象に残っている。日々、安全をつくりだし、その活動を終わり

なく続けている「働く人」を大切にし、航空連合ビジョン「いつの時代も社会から必要

とされ、働く仲間がやりがいを感じ、誇りをもって働ける産業」の実現に向けて強力に

運動を推進していく。 
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